
　「野々市市ってどんなまち？」、こんな質問をされた時、あ
なたは説明できますか？
　そんな時に自慢できるたくさんのスゴイが野々市にはある
んです。今回はそんなスゴイを大紹介。野々市市を知らない
人に自慢しちゃいましょう！

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
（
外
国
人
を
含
む
）
を
対
象
と

し
て
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
国
勢
調

査
。
平
成
27
年
に
実
施
さ
れ
た
結
果

に
お
い
て
、
そ
の
人
口
の
増
加
率
が

６
・
19
㌫
で
県
内
第
１
位
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
進
行
中
の
西
部
中
央
地
区

（
田
尻
町
・
堀
内
・
蓮
花
寺
町
）
と
中

林
地
区
（
中
林
・
上
林
）
の
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
る
宅
地
の
整
備
な

ど
で
、
今
後
も
人
口
が
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

元気な高齢者をテーマに作成した市のＰＲ動画の
ワンシーン

■
人
口
増
加
率
が
ス
ゴ
イ
！

■
学
園
都
市
で
ス
ゴ
イ
！

■
他
に
も
い
ろ
い
ろ
ス
ゴ
イ
！

■
平
均
寿
命
の
長
さ
が
ス
ゴ
イ
！

幼稚園から大学まで！

県内で一番長い！県内で一番増えている！

　
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
「
平
成
27
年

市
区
町
村
別
生
命
表
」
で
野
々
市
市
の
女

性
が
平
均
寿
命
の
全
国
第
５
位
に
ラ
ン
ク

イ
ン
。
こ
の
表
で
は
、
男
女
別
に
集
計
が

行
わ
れ
て
お
り
、
女
性
は
８
８・
６
歳
で

全
国
第
５
位
に
、
男
性
は
８
１・
８
歳
と

石
川
県
内
ト
ッ
プ
で
し
た
。

　
市
中
心
部
か
ら
半
径
10
キ
ロ
以
内
に
約

３
５
０
の
医
療
機
関
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
に
生
活
に
必
要
な
施

設
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
理
由
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

野々市市の基本データ
面積　　　13.56 平方キロメートル
人口密度　4063.3 人 / 平方キロメートル
　　　　　（平成 27 年国勢調査）
市花木　　ツバキ

犬 で も 熊 で
も な い 不 思
議な生き物

人口密度　4063.3 人 / 平方キロメートル
犬 で も 熊 で

議な生き物

公式キャラクター
のっティ

　
市
内
に
は
小
学
校
５
校
、
中
学
校
２
校
が
設
置
さ
れ
、

未
来
の
野
々
市
を
担
う
児
童
生
徒
の
育
成
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
幼
稚
園
２
園
・
特
別
支
援

学
校
１
校
・
高
等
学
校
１
校
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
業
系
の
金
沢

工
業
大
学
、
生
物
資
源
系
の

石
川
県
立
大
学
、
そ
し
て
生

涯
学
習
系
の
放
送
大
学
石
川

学
習
セ
ン
タ
ー
と
３
校
の
大

学
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
学

べ
る
、
ま
さ
に
学
園
都
市
と

い
え
る
ま
ち
で
す
。

●平均年齢　　　
    40.7 歳 ( 県内で１番若い）
　平成 27 年国勢調査より

● 65 歳以上人口に占める要介護（要支援）者率
　13.4%（県内で一番少ない）
　石川県統計書（平成 29 年統計調査）より　

●民有地に占める宅地面積率　　   　　　     
　61.35％  （県内  第 1 位）
　石川県統計書（平成 29 年統計調査）より

●小学校児童の 10 年間の増加率　   　　　     
　21.3％  （県内  第 1 位）
　学校基本調査（平成 20 ～ 30 年）より

広報野々市　2020．１月号　4

野々市のここが

スゴイ！
他のまちの人に
自慢しちゃおう

新春クローズアップ

スゴイ！

　※日本の地域別将来推計人口－平成 27(2015) ～ 57(2045)　
　　年－ ( 平成 30 年推計 )』（人口問題研究資料第 340 号）より
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右肩上がり！

60,880（人）

（推計値※）




